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東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
と
８
カ

月
が
経
過
し
ま
し
た
。
未
曾
有
の

大
災
害
は
、
地
震
、
津
波
、
原
発

事
故
な
ど
様
々
な
被
害
を
も
た
ら

し
、
被
災
地
域
の
企
業
の
大
半
を

占
め
る
中
小
企
業
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

  

内
閣
府
に
よ
れ
ば
、
岩
手
、
宮
城
、

福
島
の
被
災
３
県
の
事
業
所
数
は
、

震
災
前
は
８
万
以
上
だ
っ
た
の
に
対

し
、
２
０
１
２
年
は
約
６
万
７
０
０
０
。

震
災
直
後
に
比
べ
、
徐
々
に
回
復

し
て
い
る
も
の
の
、 

18
％
ほ
ど
減
り

従
業
員
数
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

企
業
へ
の
影
響
は
、
も
と
も
と
過

疎
化
が
進
行
し
て
い
た
沿
岸
被
災

地
の
人
口
減
少
に
拍
車
を
か
け
、

事
業
の
再
起
と
雇
用
が
今
も
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
な
か
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
や
つ

な
が
り
の
深
い
地
域
の
復
興
を
見

据
え
、
あ
え
て
被
災
地
に
身
を
置

き
、
再
起
を
か
け
て
新
た
な
取
り

組
み
に
挑
戦
す
る
企
業
や
個
人
事

業
主
の
方
々
が
い
ま
す
。

  

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
、
皆
様

か
ら
の
ご
寄
付
を
活
用
し
て
東
北
の

地
場
産
業
を
応
援
す
る
た
め
、
２

０
１
１
年
末
に

「
東
北
共
益
投
資
基

金
」
を
設
立
し
た
ほ
か
、
被
災
地

の
企
業
や
個
人
事
業
主
を
応
援
す

る

「
東
北
マ
ル
シ
ェ
」
の
取
り
組
み

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
復
興
に
向
け
て

奮
闘
す
る
方
々
を
応
援
し
て
き
ま

し
た
。

  

今
号
の
マ
ン
ス
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
で

は
、
10
月
に
宮
城
県
気
仙
沼
市
で

実
施
さ
れ
た
第
３
回
「
東
北
マ
ル
シ
ェ

™
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

「
東
北
マ
ル
シ
ェ
™
」
は
、
東
日
本

大
震
災
後
の
２
０
１
１
年
11
月
、
地

元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
レ
ン
ジ
と

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
と
の
協
働
事
業

と
し
て
、
気
仙
沼
市
で
初
め
て
開

催
さ
れ
た
復
興
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
「
震

災
前
よ
り
魅
力
的
な
街
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
、
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
三
陸
沿
岸
の
商
店
主
ら
に
出

店
の
機
会
を
提
供
し
、
初
年
度
は

１
日
で
１
０
０
０
人
以
上
を
集
客
。

出
店
者
は
、
事
前
に
実
施
さ
れ
る

定
期
講
習
会
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
組
み
立

て
や
検
証
、
売
り
上
げ
目
標
の
設

定
な
ど
を
行
う
点
に
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
翌
年
８
月
に
実
施
し
た
２

回
目
の
マ
ル
シ
ェ
で
も
、
２
日
間
で

約
３
６
０
０
人
が
集
ま
り
、
復
興
ま

ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
注
目

さ
れ
ま
し
た
。

  

３
回
目
と
な
る
今
年
の

「
東
北
マ

ル
シ
ェ
™
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ス
メ

テ
ィ
ッ
ク
ブ
ラ
ン
ド

「
ロ
ク
シ
タ
ン
」

の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
実
現
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
進

化
さ
せ
る
べ
く
、
マ
ル
シ
ェ
の
翌
日

に
は
、
起
業
家
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。

上
位
入
賞
者
は
マ
ル
シ
ェ
の
本
場
、

南
仏
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
招
待
し
、
マ

ル
シ
ェ
で
の
出
店
を
含
む
研
修
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
被
災
企
業
の
再
起
を
か
け
た
挑
戦



　
　

医
療
用
多
目
的
ヘ
リ

　

本
格
運
航
開
始
式
典
開
催

　

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
の
パ
ー
ト

ナ
ー
団
体

「
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー

（
Ａ
Ｒ
Ｈ
）
」
が
、

10
月

23
日
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
医
療

用
多
目
的
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
航
開

始
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
気
仙

沼
市
長
や
一
ノ
関
市
長

（
代
理
）
、

南
三
陸
町
長

（
代
理
）
、
小
野
寺

五
典
防
衛
大
臣

（
代
理
）
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
関
係
者
が
出
席

し
た
ほ
か
、
報
道
関
係
者
の
取
材

も
多
数
入
り
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
で

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は

さ
ら
に
多
く
の
医
療
機
関
と
連
携

し
て
い
く
予
定
で
す
。

東
北
か
ら
世
界
へ

来
春
、
南
仏
で
出
店

　

10
月
19
日
、
宮
城
県
気
仙
沼
市

で
、
第
３
回

「
東
北
マ
ル
シ
ェ
™
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
東
北
マ

ル
シ
ェ
™
」
は
、
被
災
し
た
生
産

者
の
多
く
が
、
店
を
失
う
な
ど
厳

し
い
環
境
下
で
不
安
を
抱
え
る
な

か
、
２
０
１
１
年
11
月
の
初
開
催

以
来
、
毎
年
実
施
。
中
小
企
業

診
断
士
な
ど
と
協
力
し
、
生
産
者

の
課
題
解
決
と
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

を
立
ち
上
げ
て
い
く
上
で
役
立
つ

ビ
ジ
ネ
ス
手
法
を
伝
え
、
前
へ
進

む
た
め
の
パ
ワ
ー
を
与
え
て
い
ま

す
。

Monthly Topic
Civic Force の複数の事業
の中から、 注目のトピック

をお知らせします。

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
も
参
加
し
ま
し

た
。

　

災
害
対
策
本
部
の
設
置

・
運
営

や
避
難
広
報
、
炊
き
出
し
・
給
水
、

ト
リ
ア
ー
ジ
な
ど
複
数
の
訓
練
の

う
ち
、
シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
Ａ

Ｒ
Ｈ
な
ど
と
協
力
し
、
物
資
搬
送

や
情
報
収
集

・
伝
達
な
ど
の
訓
練

を
展
開
。
上
空
か
ら
の
津
波
被
害

状
況
調
査
お
よ
び
空
路
に
よ
る
物

資
搬
送
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
す
で
に
、
Ａ

Ｒ
Ｈ
と
気
仙
沼
市
と
の
三
者
間
に

お
い
て

「
回
転
翼
航
空
機

（
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
）
の
利
活
用
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
て
い
て
、
有
事
の

際
に
は
い
ち
早
く
出
動
で
き
る
態

勢
を
整
え
て
い
ま
す
。

◆優勝
　　　　ほどーる

「津波で被災し家を失いましたが、

命があるだけありがたい。 親戚や知人など助けてくれた人への恩返

しがしたくて、 唯一被災を免れた蔵に残っていた着物を引っ張り出し

て、ブックカバーや針山、巾着袋などの和小物を作り始めました。 『ほ

どーる』 は気仙沼の方言で 『あったまる』 の意。 ２人だけで始め、

作る量も限られていますが、東北マルシェの事前ワークショップでは、

POP 講座など何も分からない私たちにとって貴重な学びの機会にな

りました。 今回の受賞は本当にビックリしましたが、 フランスの人が

私たちの作品をどう思うか、 不安と期待でいっぱいです」 （写真右 ：

清水さん、 写真左 ： 木田さん）

◆準優勝
　　（株） カネダイ

「震災前は、 丸ずわいがになどを

全国に卸していましたが、 震災で工場 ・ 倉庫を失い本社も全壊。

売上は２割まで落ち込みましたが、 再起をかけて仮設店舗への出店

や東京の大手百貨店などでも販売をはじめ、 今後もさらに成長し、

拡大を続けたいと思っています。 ロクシタンは目標にしていた企業の

一つ。 昨年も参加した東北マルシェに協力してくれると聞いて、 何と

かつながりを持ちたいとプレゼンに臨みました。 来春、 フランスでの

出店を通じて、 学べることはすべて吸収してきたいと思います」 （写

真 ： 熊谷さん）

　

第

３
回

目
と
な
る

今

年

も

復
興
後
に

新
た
に
立

ち
上
が
っ

た
団
体
や

被
災
し
た

店
の
復
帰

を
か
け
て

24
団
体
が
出
店
し
、
約
２
０
０
０

人
を
集
客
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
の
マ
ル
シ
ェ
と
合
わ
せ
て
、
起
業

家
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
。
コ
ン
テ
ス

ト
対
象
団
体
は
、
マ
ル
シ
ェ
に
参
加

し
た
24
団
体
の
う
ち
、
来
場
者
投

票
と
審
査
員
に
よ
る
審
査
合
計
得

点
の
上
位
７
団
体
で
、
こ
の
う
ち
、

社
会
性
・
新
規
性
・
実
現
可
能
性
・

収
益
性
な
ど
を
審
査
基
準
に
４
人

の
審
査
員
が
審
査
。
そ
の
結
果
、

被
災
を
免
れ
た
着
物
布
を
使
っ
た

和
小
物
を
製
造

・
販
売
す
る

「
ほ

ど
ー
る
」
が
優
勝
。
準
優
勝
は
、

震
災
後
、
気
仙
沼
の
復
興
屋
台
村

に
カ
ニ
専
門
店
を
出
店
す
る
な

ど
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

『
か

に
物
語
』
を
展
開
す
る
国
内
有
数

の
カ
ニ
む
き
身
加
工
会
社

「
株
式

会
社
カ
ネ
ダ
イ
」
に
決
定
。

　

優
勝

・
準
優
勝
の
２
団
体
に
は
、

自
立
に
つ
な
が
る

「
起
業
支
援
金
」

30
万
円
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
優
勝

団
体
か
ら
２
人
、
準
優
勝
は
１
人

が
南
仏
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
マ
ル
シ
ェ

で
出
店
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
学

び
の
機
会
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

◇第 3 回東北マルシェ＆起業家コンテスト

　　　　優勝 ・ 準優勝団体の代表者コメント

11
／
２　

気
仙
沼
市

津
波
防
災
訓
練
に
参
加

　

宮
城
県
気
仙
沼
市
で
は
、
東
日
本

大
震
災
の
災
害
経
験
を
も
と
に
、

今
後
も
起
こ
り
う
る
大
規
模
地
震

・

津
波
な
ど
に
備
え
る
た
め
、
２
０
１

１
年
６
月
に

「
津
波
防
災
の
日
」

（
11
月
５

日
）
を
制

定
。
そ
れ

に
合
わ
せ

て
11
月
２

日
、
市
内

で
津
波
総

合
防
災
訓

練
が
実
施

さ
れ
、



中長期復興支援事業

NPO パートナー協働事業

Civic Force では、 緊急時から約 1 年半にわたる支援活動の中で見えてきた被災地の課題解決に向けて、 さらに腰を据えて取
り 組 む た め、 2012 年 夏 か ら 「中 長 期 復 興 支 援 事 業」 を 続 け て い ま す。 各 事 業 の 進 捗 状 況 を ご 報 告 し ま す。
http://www.civic-force.org/emergency/higashinihon/choki/

■観光再生プロジェクト　
～ “訪れたいまち” に向けた官民協働の仕組みづくり
宮城県気仙沼市が復興重点事項に掲げる “観光” の戦略立

案をサポート。 2013 年 7 月には一般社団法人 「リアス観光

創造プラットフォーム」 の立ち上げに参画し理事として継続支

援。

■共 “還” まちづくりプロジェクト　
～地域発 ・ 住まいとしごとの創造的復興チャレンジ支援
被災地で生まれた NPO や自治体と協力し、 すでに集団移転

を決めた地域の新しいまちづくりや、 これからまちづくりを進

めていく地域で専門家派遣や人材育成などを支援。

■夢を応援プロジェクト　
～奨学金 × 地域発の教育プログラムで若者サポート
東日本大震災の影響で就学継続が困難な状況にある被災地

の高校生が社会人になるまで、 月 3 万円の奨学金を給付。

夏には宮城と岩手で体験学習プログラムを提供。 p4 参照。

■緑の “環” プロジェクト　～持続可能な林業と木質バ
イオマス活用を通じて地域を活性化
木質バイオマスの利用を通じて持続的な社会の構築を目指す

プログラム。 地元企業や NPO と協力し個人林業者の育成や

木材集積場の運営、 地域通貨の試験的利用の面でサポート。

■命をつなぐ翼プロジェクト　
～ヘリを活用した緊急医療搬送支援
p2 参照。

きょうかん

わ

Civic Force の活動は、

  多くの企業や NPO、 行政

     などに支えられています。                                               

パ     パートナーからの旬の

　　　　　　メッセージをお届け

　　　す　　　　するコーナー

　　　　　　　　　　　です。

テ
ー
マ
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
環
境
整

備
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

震
災
後
、
特
に
力
を
入
れ
て
き

た
の
が
、
２
０
１
１
年
11
月
に
シ

ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
と
協
働
で
行
っ
た

実
践
型
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

「
共

に
創
ろ
う
！
東
北
マ
ル
シ
ェ
」
で

す
。
出
店
を
通
じ
て
、
新
し
い
顧

客
の
獲
得
や
起
業
の
た
め
の
経
験

値
を
高
め
、
次
に
つ
な
が
る
ス
テ
ッ

プ
に
し
て
も
ら
え
た
ら
と
続
け
、

今
年
も
24
団
体
が
参
加
。
事
前

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
含
め
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
の
出
店
で
し
た
が
、

11
月
４
日
の
振
り
返
り
会
で
は
、

「
出
店
し
て
成
長
で
き
た
」
「
実
際

に
や
っ
て
み
て
分
か
っ
た
」
な
ど
嬉

し
い
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
合
わ
せ
て
起

業
家
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
上

位
２
団
体
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
研

修
の
機
会
を
用
意
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
気
仙
沼
の
産
業
の
中
心
を

担
っ
て
き
た
水
産
業
関
係
の
企
業

に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
役
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

被災した人々が地域の復興に向けて主体的に取り組む事業をサポートしています。 2011 年 4 月からこれまでに 37 団体と

49 事業を展開。 2013 年 11 月現在、 5 件の事業を実施中です。 http://www.civic-force.org/emergency/higashinihon/npo/

■リアス観光創造プラットフォーム ： 気仙沼市の観光戦略を具現化する中核推進組織として、 パイロット事業などを実施中

■nina 神石高原 ： 福島の被災者に対し、 広島県への集団避難と移転先でのコミュニティ維持再生を支援

■ネットワークオレンジ ： 10 月 19－20 日に東北マルシェと起業家コンテストを開催。 詳細は p2

■森は海の恋人 ： 人と自然の共生のあり方を考え直す拠点となるような環境教育活動を展開中

■気仙沼みらい計画大沢チーム ： 都市計画や建築の専門家チームが集団移転と復興まちづくりをサポート

2013 年 11 月 11 日現在実施中の東北支援事業の一部をご報告します。

　

「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
み
ん
な
が
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
」
を
理
念
に
掲
げ
、
宮
城
県
気

仙
沼
市
で
障
が
い
を
抱
え
た
人
た

ち
の
社
会
参
加
支
援
と
、
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
で
は
、
市
内
の
事
業
所
２

カ
所
を
失
い
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ

フ
た
ち
の
強
い
思
い
と
行
動
力
で

発
災
か
ら
12
日
目
に
事
業
を
再

開
。
〝
暗
闇
〟
を
引
き
裂
く
勢
い

で
被
災
者
へ
の
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
「
チ
ャ
の
木
」
の
開
設
な
ど

「
心
の
回
復
に
つ
な
が
る
支
援
」
を

ネットワークオレンジ

代表　小野寺美厚さん

東北マルシェでは、 6 月から毎月 1 回、 事
前ワークショップを開催し、 ただ出店するだ
けではなく、 学びの機会を提供



お知らせ

1
日
33
円
か
ら
で
き
る
こ
と

　

次
の
大
規
模
災
害
に
向
け
、
平

時
か
ら
備
え
て
お
く
た
め
に
、
皆

様
の
力
が
必
要
で
す
。
マ
ン
ス
リ
ー

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
毎
月
定
額

（
１
０
０
０
円
単
位
）
を
ご
寄
付
い
た

だ
く
形
で
、
大
規
模
災
害
に
と
も

に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

■
銀
行

：
三
井
住
友
銀
行　

青
山

支
店　

普
通　

6
9
5
3
9
6
4

■
ゆ
う
ち
ょ
：00

1
4
0
-
6
-
3
6
1
8
0
5

　

（
上
記
い
ず
れ
も
口
座
名
義
は

「ｺｳ

ｴ
ｷ

ｼ
ｬ
ﾀ
ﾞﾝ

ﾎ
ｳ

ｼ
ﾞﾝ

　

ｼ
ﾋ
ﾞｯ

ｸ
ﾌ
ｫ
ｰ

ｽ

」

で
す
）

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
：
Ｈ
Ｐ
「
オ
ン

ラ
イ
ン
募
金
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
。　
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毎
月
11
日
前
後
に
発
行
し
て
い
る

マ
ン
ス
リ
ー

・
レ
ポ
ー
ト
は
、

h
ttp

:/
/
c
ivic

-
fo

rc
e
.o

rg/
n
e
w

s/
m

o

n
th

ly/
 

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

被災地からのメッセージ

シビックフォースが東北地方で復興支援活動を開始してから、 2 年 8 カ月。 このコーナーでは、 被災し
た地域で復興に向けて前向きに活動する人々を紹介します。 今回は、 宮城県気仙沼で仮設住宅の管理
業務などを担う気仙沼復興株式会社の坂井政行社長に聞きました。

――震災後の 2011 年 9 月に 「気仙沼復興株式会社」 を立ち上げ、 支援
物資の受け入れ ・ 配布、 仮設住宅のメンテナンスや入居者へのサービス、
仮設ハウスの販売など多岐にわたる事業を展開しています。

震災前、 気仙沼でクリーニング店を経営しつつ商工会議所の役員を務めて
いましたが、 発災から数カ月間は、 気仙沼の避難所の運営に携わり、 全
国の商工会の仲間やその知人などから寄せられる物資を受け入れ、 それら
を分配。 支援が行き届いていなかった小規模避難所など、 地域のつながり
の中で寄せられるニーズに応える形で動いてきました。 その後、 復興がな
かなか進まない気仙沼の現状を何とかしたいと、 商工会などから依頼を受
けて、 気仙沼復興株式会社を立ち上げました。

気仙沼復興（株）
　坂井　政行さん

私たちの役割の一つは、 外からの支援と被災地をつなぐこと。 震災後、 気持ちやモノがあっても土地勘
がなくて的確な支援に結び付かないケースを見て、 昔から気仙沼を知るものとしてできることを続けてき
ました。 今、 力を入れているのは運転手付きのトラックを１時間単位で借りられる 「レンタル便」。 仮設
住宅のメンテナンスなど現在の主事業が先細っていくなか、 今後は仮設住宅からの引っ越しを支えるサー
ビスが求められます。 幅を決めず何でもやる気持ちで事業を展開し、 雇用を増やしていきたいです。

Civic Force の活動は、

  多くの企業や NPO、 行政

     などに支えられています。                                               

パ     パートナーからの旬の

　　　　　　メッセージをお届け

　　　す　　　　するコーナー

　　　　　　　　　　　です。

https://twitter.com/civicforce

http://www.youtube.com/civicforceorg

https://www.facebook.com/civicforce

http://www.civic-force.org/mailmag/

奨
学
生
交
流
会
を
開
催

　

被
災
し
た
東
北
の
学
生
を
サ
ポ
ー

ト
す
る

「
夢
を
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
。
そ
の
一
環
で
、
11
月
２
日
、

奨
学
生
対
象
の
モ
ニ
タ
ー
会
議
兼
交

流
会
が
仙
台
で
開
催
さ
れ
、
集
ま
っ

た
12
人
が
奨
学
金
の
使
い
道
や
奨

学
金
制
度
の
改
善
案
な
ど
を
話
し

合
い
ま
し
た
。
奨
学
生
か
ら
は
「
家

が
全
壊
し
家
計
が
苦
し
く
な
っ
た

が
、
奨
学
金
を
活
用
し
て
資
格
を

と
り
就
職
に
つ
な
が
っ
た
」
「
部
活

動
に
専
念
で
き
て
い
る
」
な
ど
被
災

体
験
を
交
え
て
、
震
災
後
に
努
力

し
て
き
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

奨
学
生
同
志
が
初
め
て
顔
を
合
わ

せ
る
場
と
な
り
、
「
同
じ
よ
う
に
震

災
で
大
変

な
境
遇
に

い
る
仲
間

と
出
会
え

て
良
か
っ

た
」
と
い
っ

た
声
が
寄

せ
ら
れ
ま

し
た
。

塩
尻
・
袋
井
と
協
議
会

　

災
害
に
備
え
て
平
時
か
ら
の
広
域

的
な
連
携
を
推
進
す
る
国
土
交
通

省
の

「
平
成
25
年
度
広
域
的
地
域

間
共
助
推
進
事
業
」
で
は
、
10
月

25
日
、
長
野
県
塩
尻
市
と
静
岡
県

袋
井
市
、
シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
の
３

者
協
議
会
が
初
め
て
実
施
さ
れ
、

会
場
と
な
っ
た
塩
尻
市
で
、
各
役

割
分
担
や
今
後
の
方
針
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

「
募
金
券
」
24
日
ま
で

　

10
円
ま
た
は
１
０
０
円
単
位
で
募

金
で
き
る
良
品
計
画
ネ
ッ
ト
ス
ト
ア

「
募
金
券
」
の

寄
付
先
と
し
て

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ

ー
ス
が
選
定
。
予
定
掲
載
期

11
月
24
日
ま
で

掲
載
。

　
海
自
幹
部
学
校
で
講
演

　

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
被
災
地

で
の
支
援
活
動
や
次
の
災
害
に
備

え
た
活
動
に
つ
い
て
の
講
演
を
各
地

で
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
23
日
に

は
、
代
表
理
事
の
大
西
が
海
上
自

衛
隊
幹
部
学
校
で

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
現
状

　

と
未
来
へ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に

民
間
組
織
と
軍
が
災
害
時
に
ど
の

よ
う
に
連
携
で
き
る
か
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。


